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平成２２年（2010年）３月１日

各市町教育委員会教育長 様

教育庁学校安全･体育課長

継続性のある生徒指導推進のための小・中連携の充実について（依頼）

幼児児童生徒を取りまく社会環境や中学校入学に伴う学校生活の変化等により、依然と

して不登校や暴力行為等が生徒指導上の重要課題となっております。

これまでも、小･中学校間において学習指導や体験入学など、連携した取組が行われてい

るところですが、児童生徒の心豊かな成長を支援し、現在の生徒指導上の課題を解決する

ためには、小・中連携の一層の取組が重要です。

また、小・中学校に通う児童生徒は同一地域で生活をしており、心の教育や生徒指導、

学校安全に係る取組は、保護者や地域の方々と連携協力体制を築き推進していくことが大

切です。学校・家庭・地域が一体となった取組を進めるためにも、小・中連携による一貫

した指導体制を確立していくことが求められています。

つきましては、小・中９年間を見通した継続性のある生徒指導を推進するために、下記

を参考にされ、小・中連携の取組の充実を図るよう、域内の各学校に御指導いただきます

ようお願いいたします。

記

１ 「小・中生徒指導連絡会議」等を定期的に開催し、一貫した指導体制の確立を図る。

○ 管理職、生徒指導主任、養護教諭等からなる定期的な連絡会議を実施する。

○ 小・中学校が生徒指導の理念と指導内容を共有し実践する。

○ 学校と家庭や地域との連携の観点から、既存の会議を活用し、学校関係者とＰＴＡ

関係者、地域代表、関係機関等の参加による「連携協議会」の開催も望まれる。

２ 生徒指導、教育相談、学校安全に係る計画や目標などを小・中９年間を見通して作成

し、全教職員で取り組む。

○ 生徒指導全体計画、年間指導計画、月別重点指導目標

○ 学校生活の規律 ※ 別添参考資料１

○ 家庭生活の規律 ※ 別添参考資料２

○ 学習の規律

※ 発達段階を踏まえた指導となるように配慮する。特に、小学校高学年と中学校の

取組の連続性を考慮する。



３ 教職員研修会を小・中学校で合同実施する。

○ 授業の相互参観

○ 生徒指導、教育相談、学校安全、危機管理に係る研修会

○ 特別支援教育に係る研修会

４ 小・中連携の取組を実施し、児童生徒の交流等を図る。

○ 小・中連携の方針や取組の積極的な説明

○ 授業公開

○ 中学校教職員による小学校への出前授業

○ 中学校１年生による小学校での入学説明会

○ 中学校体験入学

○ 学校行事等における自然体験活動・ボランティア活動、クラブ活動等

○ 総合的な学習の時間の取組

○ 学校Webページによる積極的な情報公開(小中Webページのリンク)

※ これらの取組を家庭･地域に積極的に公開することが望ましい。

５ 生徒指導や学校安全に係る家庭･地域の取組に、小・中学校が連携し一体となって取

り組む。

○ ＰＴＡ生徒指導部の活動

○ あいさつ運動

○ スクールガード活動

○ 防犯ボランティア活動

６ 幼稚園、高等学校、特別支援学校等の関係学校との連携にも取り組む。

山 口 県 学 校 安 全 管 理 室
児童生徒支援班

学校安全班

地域の「生徒指導連絡協議会」や「青少年健全
育成協議会」等、既存会議を活用した連携強化



事 務 連 絡

平成２２年(2010年)３月１日

各 公 立 高 等 学 校 長

県立高森みどり中学校長
様

県立下関中等教育学校長

各県立特別支援学校長

山口県学校安全管理室長

継続性のある生徒指導推進のための関係各学校等との連携の充実について（依頼）

幼児児童生徒を取りまく社会環境や進学に伴う学校生活の変化等により、依然として不

登校や暴力行為等が生徒指導上の重要課題となっております。

このため、県教委では、別添のとおり、継続性のある生徒指導推進のための小・中連携の

充実について、各市町教育委員会へ依頼しました。

つきましては、関係文書を送付いたしますので、貴校におかれましても、引き続き、中

学校等関係学校と連携され、継続性のある生徒指導を推進するとともに、学校・家庭・地

域が一体となった取組を進めていただきますようお願いいたします。

山 口 県 学 校 安 全 管 理 室
児童生徒支援班

学校安全班
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小学校 中学校

あ
い
さ
つ

・
礼
儀

朝
の
活
動

登

校

・登校班で安全に気をつけて登校する。
・身のまわりの整理整頓や係の仕事、当番活動を行う。
・時間になったら、朝の読書やスキル学習に取りかかる。

・当番は、決められた時間までに登校し、当番活動を協力しな
がら自主的に行う。
・時間にゆとりをもって登校し、身のまわりの整理整頓を行っ
た後、朝読書の準備をする。
・朝読書中は、自分の席につき、静かに読書を行う。

朝
会

終
会

・みんなに聞こえる声で元気に司会する。
・明日の予定を連絡帳にきちんと書く。

・司会者は落ち着いた雰囲気の中で会を行う。
・司会者・発言者は、全員に聞こえる声の大きさで発言を行う。
・必要事項を連絡帳や生活ノートに記録する。
・伝達事項を正しく聞き取り、必要に応じてメモをとる。

授

業

・休み時間に用便をすませ、次の学習の準備をする。
・チャイムが鳴ったら着席し、学習に取りかかる。
・話す人の方を向いて最後まで話を聞く。
・学級のルールを守って発言する。

・教室の移動はチャイムの前に完了させる。
・チャイムの前に学習の準備を整え、着席しておく。
・授業開始と終了時のあいさつを当番や総務委員の合図に合
わせて大きな声で行う。
・説明は授業者（教卓）に体を向けて聞く。
・授業者から尋ねられたときには必ず意思表示をし、積極的に
発言をする。
・忘れ物をした場合には授業開始前に報告し、指示を受ける。

給

食

清
掃

身
だ
し

な
み

健
康
・

衛
生

公
共
物

交
通

・規定の制服を正しく着用し、名札をつける。
・清潔な制服を着用する。
・制服・体操着ともにシャツをズボン・スカートに入れる。

・手洗いやうがいを励行し、病気の予防に努める。
・夏季には、汗をふき着替えを行うことで清潔な体と健康を保つ。
・冬季には、健康状態に合わせ防寒対策を行う。
・体の衛生に気を配る。（下着の着用・ハンカチ・ティッシュ・トイレ後の手洗い・爪を切る等）

・ロッカー、下足置き場は決められた場所を使用し、整理整頓しておく。
・机、椅子、掲示板等に傷をつけたり、落書きをしたりしない。
・皆で使用する施設･設備を大切に使う。

家
庭
生
活

学

校

生

活

・通学路を通って登下校し、途中、店や友人宅へ立ち寄らない。
・交通ルールを守る。
・自転車に乗るときにはヘルメットを着用する。

・時間に余裕をもって起床する。（ゆとりをもって歯磨き、洗顔、朝食、排便、着替え等を行う。）
・栄養バランスのとれた朝食を食べる。
・宿題はきちんとする。
・宿題以外にもめあてをもって学習する。
・安全に遊び、帰宅時刻を守る。
＊携帯電話を持っている場合は、家庭で決めたルールやマナーを守って使用する。
＊夜間外出、外泊をしない。

・テレビやゲームは家庭での約束を守る。
・自分の役割を決めて手伝いをする。
・疲れを残さないように早めに就寝する。

学校生活の手引き例（教職員用）

・相手に視線を合わせて明るくさわやかなあいさつをする。
・目上の人と出会ったときには礼や会釈をする。
・会話をするときは相手の方に体を向け、目を見て聞き、大きな声で話す。分かったときには「はい」と返事をする。
・正しい言葉遣いをする。（大人や上級生への敬語・「ありがとうございました」「すみませんでした」「お願いします」等）

・給食当番は、速やかに服装を整え、全員で給食室に行く。衛生面に配慮しながら速やかに配膳を行う。
・給食室では感謝の気持ちを込めて大きな声であいさつをする。
・手洗いは石けんで丁寧に洗い、清潔なハンカチで水気を拭いた後にアルコール消毒を行う。
・マナー（はしやおわんの持ち方や姿勢等）に気を配り、落ち着いた雰囲気で食事を行う。
・できるだけ時間内に残さず食べ終わり、終了後には速やかに片付けを行う。

・速やかに服装を整え、清掃場所へ移動する。
・時間いっぱい無言で作業する。
・自分の担当場所が終了したら違う作業を見つけ、時間いっぱい活動する。
・道具の片付けや戸締まりの確認を行う。
・終了後には全員で反省会を行う。

指
導
の

基
本
方
針

○子どもたちが「人とのかかわりの中で、自らが選択･判断･実行し、自分の言動に責任をもつことができる力を自ら育む」
ために、学校生活における決まりや約束事についての指導を大切にしましょう。
○よい行いは大いに誉め、認めましょう。そして、悪いことはしない、善いことは進んで行う態度を育てましょう。
○叱る時には、何故いけないのか、きちんと説明しましょう。そして、責任感や我慢の大切さなどを教えましょう。
○小学校高学年から中学校では、子どもたちの主体的で計画的な取組を促しましょう。

項目
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学
校
生
活

・相手の目を見て、気持ちのよいあいさつをしよう。
・目上の人と出会ったときには礼や会釈をしよう。
・会話をするときは相手の方に体を向け、目を見て聞き、大きな声で話そう。分かったときに
は「はい」と返事をしよう。
・正しい言葉遣いをしよう。（目上の人や上級生への敬語・「ありがとうございました」「すみま
せんでした」「お願いします」等）

・規定の制服を正しく着用し、名札を必ずつけよう。
・清潔な制服を着用しよう。
・制服や体操着はシャツをズボン・スカートに入れよう。

・手洗いやうがいをして、病気の予防に努めよう。
・体の衛生に気を配ろう。
＊ハンカチとティッシュは必ず持ってくる
＊トイレ後には手を洗う
＊爪を短く切る など

・暑いときには、汗をふき、着替えを行い、清潔な体を保とう。
・寒いときには、健康状態に合わせて防寒対策を行おう。

・通学路を通って登下校し、途中、店や友人宅へ立ち寄らないようにしよう。
・交通ルールを守ろう。
・自転車に乗るときにはヘルメットを着用しよう。

家
庭
生
活

《朝は》
・時間に余裕をもって、自分から早起きしよう。
＊歯みがき、洗顔、朝食、排便、着替え等の朝の生活のリズムを作ろう。

・栄養バランスのとれた朝食をしっかり食べよう。

《下校後は》
・宿題はきちんとやろう。
・連絡帳を見て明日の準備をしよう。

・安全に遊び、帰宅時刻を守ろう。
＊携帯電話を持っている場合は、ルールやマナーを守って、安全に使用する。
＊危険な遊びや夜間外出、無断外泊をしない。

・テレビやゲームは、家の人と時間などの約束を決めておこう。特に、長時間のテレビやゲー
ムをしないよう心がけよう。また、読書をして、テレビを見ない日やゲームをしない日もつくろ
う。（ノーテレビ・ノーゲームデー）
・使った物や着替えた物は、自分から、決めた場所に片付けよう。
・自分の役割を決めて、家での手伝いをしよう。（食事の準備や片付け等）
・家族で一緒に食事をして、話をする時間をたくさんとろう。

・疲れを残さないように早めに就寝しよう。

よりよい生活にむけて（保護者・地域の皆様へのお知らせ例）

◎以下の内容は、小学校・中学校で共通に指導している内容です。御家庭、地域でも御協力ください。


